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設計担当者紹介

　令和2年に建築設計に着手し、令和5年10月、町立大鰐病院から町立大鰐診療所へ
名称を改め、開所をいたしました。 令和7年9月には町道付替え工事も完了し、大鰐町立
診療所整備工事の一連の全事業が完了をいたしました。 診療所関係者様・大鰐町様
におかれましては、前段の整備基本構成及び基本計画の策定や新型コロナウイルス・
大雪対応、建設費の高騰等、期間中多くの難題に取り組まれたことと思われます。 町内
唯一の有床医療機関として地域医療機関・介護保険施設等と連携し、地域の皆様の安
心・安全の拠り所として、永く活用されることを心よりお祈り申し上げます。
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■診療受付時間
　午前受付 8:15～11:30  午後受付 13:30～16:30
　※心臓循環器外来・小児科は、下記をご確認ください。
　　http://www.town.owani.lg.jp/shinryojo/
■土日祝日は休診
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病室 ２F

病棟廊下 ２Fスタッフステーション ２F

外観（ロータリー）

受付エリア １F

廊下 １F

食堂・談話室 ２F
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　本施設は、「大鰐町立診療所 整備基本構想及び
基本計画」に基づき、「町民の生命と健康を守り、良
質な生活を支える地域の笑顔づくり」を設計コンセ
プトとしております。 地域の医療需要に応えるため、
治療のみならず予防・在宅医療にも対応する「地域
に開かれた医療拠点」として、健康長寿に寄与する
施設計画としました。 
　外観は、地域の住宅街と調和する落ち着いたス
ケールとし、内観には地域産材を使用するなど、安
心とやすらぎのある景観を形成しています。
　診療・検査・放射線などを1階に集約し、外来患者
がワンフロアで完結できる利便性を確保しておりま
す。 また、外来・病棟・職員の動線を明確にすること
で、院内感染防止やプライバシー保護にも配慮した
構成としています。 ２階の病棟は19床（1床室を主
体）で構成し、将来的な療養型への転用にも柔軟に
対応できる計画としました。 病棟南側には明るい食
堂・談話室を設け、療養中の心の安らぎにも配慮し
ています。 機能訓練室には温泉を利用した浴室を隣
接させ、地域資源である「大鰐温泉」を活かしたリハ
ビリ環境を整備。給湯や暖房にも温泉熱を活用し、
CO₂排出削減に寄与するサステナブルなエネルギー
計画を採用しました。
　また、本敷地の近隣河川の氾濫リスクを踏まえ、
病棟エリアを2階、電気・エネルギー関連設備を屋
上に配置。 地域特有の厳しい冬季環境にも対応し、
屋根付きポーチや段差のない舗装計画、雪害対策
を徹底するなど、安全で快適な施設づくりに取り組
みました。

地域に開かれた施設づくり

　青森県津軽地方の南端に位置する大鰐町は、
大円寺大日如来像などの歴史的遺産や仏教伝
承を有し、円智上人が開いたと伝わる大鰐温泉
をはじめとした豊富な温泉と、自然が織りなす四
季折々の風情が魅力の観光の町です。 長らく地
域医療の要として町民の健康を支えてきた町立
大鰐病院も、1966年（昭和41年）の建設から年
月を経て老朽化が進み、地域の医療需要に対応
するため、新たな医療体制の整備が求められて
いました。
　令和2年（2020年）に新たな医療施設の建設
事業として大鰐町主催の設計プロポーザルが開
催をされ、久慈設計グループが選定、本事業に
参画をさせていただきました。 地域包括ケアの
推進拠点としての役割を担い、医療・介護・福祉
が一体となった持続可能な地域医療「地域の安
全と健康を守る診療所」として、地域に寄り添う
新診療所が誕生をいたしました。

地域医療の新拠点

町立大鰐診療所整備事業
設計監理業務
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